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文責：稲葉亜希恵

学校教育目標

・意欲をもち 自主的に学習する生徒 ・人と郷土を愛し 進んで奉仕する生徒 ・健康で はつらつとした生徒

今年度、校長として着任しました稲葉亜希恵です。素直で明るい生徒たちとともに、

安全・安心に学校生活を過ごせるようつとめてまいります。生徒たちのさらなる成長の

ために教職員一同、尽力してまいりますのでご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

今年度本校に転入された先生方を紹介します。

すぐーるにて配信してあります

※年度始めにあたり、校内組織及び部活動担当についてご紹介します。

<校内組織＞ ＜部活動＞

校長 稲葉亜希恵 第３学年主任 上野 健治 野球 小髙・倉澤

教頭 笠野 安雄 ３年１組担任・副主任 福田かおり 陸上競技 野澤・福田・倉澤

教務主任 矢島 司 ３年２組担任 野澤 秀樹 サッカー 野畑・上野（英）

事務長 伊藤 恵美 ３年３組担任・生徒指導主事 渡邊 和也 ソフトテニス男子 毛部川・佐藤

第１学年主任 日向野みさき ３年４組担任 中島 愛美 ソフトテニス女子 上田・佐藤

１年１組担任・副主任 上田 紘史 ３年５組担任 小髙 雅宙 バスケ男子 渡邊（和）・和田

１年２組担任 毛部川大地 ３年副担任・進路指導主事 林 功一郎 バスケ女子 渡辺（快）・和田

１年３組担任 平田 順之 ３年副担任 加藤 義勝 卓球（男・女） 日下部・加藤

１年４組担任 野畑 雄史 特別支援学級主任 上野 英男 柔道 伊藤・羽鳥

１年５組担任 日下部綾音 特別支援学級７組担任 八木橋咲香 剣道 清水・岡林・矢島

１年副担任・学習指導主任 和田 眞理子 栄養教諭 吉葉 裕子 バドミントン 林・平田

特別支援学級主任 佐藤 光舞 養護教諭 雫 理沙 バレーボール 大塚・川端

特別支援学級８組担任 岡林多恵子 初任者指導 倉井 誠 美術 上野（健）

第２学年主任 羽鳥美代子 初任者後補充 石嶋 和夫 吹奏楽 中島・日向野

２年１組担任・副主任 倉澤 健一 公 仕 永井 久雄 水泳 八木橋

２年２組担任 清水 結衣 学校生活支援員（介助） 海老沼英男 ※４月１３日（月）に１年生対象の

２年３組担任 渡辺 快 学校生活支援員（図書） 藤田 成実 部活動紹介があります。なお、市で進め

２年４組担任 大塚保奈美 校内教育支援センター指導員 田中 志保 ている部活動地域移行については、部活

特別支援学級６組担任 川端 潤一 教員業務支援員 谷 直子 動ごとにその都度お知らせし、進めてま

特別支援学級９組担任 伊藤 達人 スクールカウンセラー 小森 正伸 いりますので、どうぞよろしくお願いし

A L T ヘイゼル・アイコ・キクチ スクールソーシャルワーカー 柿沼 康子 ます。

いしずえ



今年度、目指す学校の姿を

「活気に満ち ともに高め合う 温かい学校」としました。

一人一人が前向きに学習や運動に取り組めること（活気に満ち）

仲間と学び合い成長すること（ともに高め合う）

安心して過ごせる学校（温かい学校）

を目指し、子どもたちには始業式で３つのお願いをしました。

○あいさつをしよう・・・あいさつは、ただの言葉のやりとりではなく、自分も相手も大切にする温かな心を

形にあらわしたものです。あいさつが増えると自然と温かい学校になります。

○自分を見つめよう・・・長所も短所も謙虚に見つめ、自分を成長させましょう。精一杯頑張る姿をお互いに

見合うことが、ともに高め合うことになります。

○学校をよくするために考え、行動しよう・・生徒会活動（委員会活動）を活性化しましょう。３年生を中心

にリーダーシップを発揮し、学校をよりよくするためのアイデアを出し合い、実行して

ください。

だれにとっても、学校が居心地のよい場所となるよう、みんなで協力し、心を合わせていきましょう。

職員室前の掲示板に国中NEWSという情報コーナーを作りました。生徒のみなさんにお知らせした

いことを、随時掲示していきますのでご覧ください！

４月９日（木）、１５１名の新入生を迎えました。「新入生呼名」では、一人一人の声や

表情から、中学校生活に対する強い意欲を感じました。「新入生決意のことば」では、

中学校に入ってから頑張りたいことについて自身の決意を、「生徒会長あいさつ」では

先輩としての覚悟を伝えました。

＜新入生１５１名＞ ＜教科書授与＞ ＜新入生決意のことば＞ ＜生徒会長あいさつ＞

啐啄同時とは、鳥の雛が卵から生まれようと、殻の中から殻をつついて音を立てた時、それを聞き付

けた親鳥が、すかさず外からついばんで殻を破る手助けをすることを意味します。

子どもたちも同じように、自ら成長しようとする瞬間があります。子どもが「やってみよう」とする瞬

間を、周りの大人は見逃さず、そっと手を差し伸べたいものです。

学校と家庭が同じ思いで子どもを見守り、支えていきましょう。

いよいよ令和８年度が始動しました。教室には、子どもたちの笑顔が

いっぱいです。


